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The Relationship between Attachment Styles and Trait Anxiety
among Junior and Senior High School Students Living in a
Childrens Home
This study surveyed 98 junior and senior high school
students living in a childrens home and 251 junior high school
students living at home. The objectives of this study were to
clarify students attachment styles and to investigate the
relationship between trait anxiety and attachment styles. The
study was conducted between August and November of 2014
using questionnaires. Results showed that the attachment styles
of junior and senior high school students living in a childrens
home were 14.3% secure, 45.9% ambivalent, and 39.8% avoidant. In
comparison, attachment styles of junior high school students living
at home were 44.2% secure, 29.1% ambivalent, and 26.7% avoidant.
Secure attachment style was less common amongst students
living in a childrens home, while ambivalent and avoidant
attachment styles were more prevalent. Furthermore, with
respect to the relationship between attachment styles and trait
anxiety, students who lived in a childrens home showed higher
levels of trait anxiety than those who lived at home. The degree
of trait anxiety was highest among students with an ambivalent
attachment style, followed by those with avoidant and secure
attachment styles. Given the above findings, this study considers
the psychological traits of junior and senior high school students
living in a childrens home from the viewpoints of attachment
styles and anxiety.
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生活形態 性別／年齢 １２歳 １３歳 １４歳 １５歳 １６歳 １７歳 １８歳 １９歳 合計
児童養護 男子 ２ ３ ６ ８ １４ ９ ４ ０ ４６
女子 ３ ７ ８ ７ １２ ８ ６ １ ５２
合計 ５ １０ １４ １５ ２６ １７ １０ １ ９８
家庭 男子 １５ ３３ ４７ ２０ ０ ０ ０ ０ １１５
女子 ３１ ３７ ４１ ２７ ０ ０ ０ ０ １３６
合計 ４６ ７０ ８８ ４７ ０ ０ ０ ０ ２５１























































































































項 目 Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ 共通性
第一因子 安定型（α＝．８７２）
１．私はすぐに人と親しくなる方だ。 ．８４９ －．１４８ －．１０２ ．６６０
２．私は知り合いができやすい方だ。 ．８４２ －．２３６ －０９４ ．６６２
３．私は人に好かれやすい方だと思う。 ．７８７ －．２６８ －．０４５ ．６２３
４．初めて会った人とでもうまくやって行ける自信がある。 ．６８６ －．２０３ －．１０２ ．５３８
５．たいていの人は，私のことを好いてくれていると思う。 ．６６２ －．３０８ －．１１１ ．５３３
６．気軽に頼ったり頼られたりすることができる。 ．６２７ －．２１４ －．２４７ ．４１８
第二因子 アンビバレント型（α＝．７９８）
７．人は本当はいやいやながら私と親しくしてくれているのではな
いかと思うことがある。 －．２６９ ．７８１ ．３６７ ．５３０
８．ちょっとしたことで，すぐに自信をなくしてしまう。 －１６９ ．６８２ ．３２５ ．４４２
９．ときどき友だちが，本当は私を好いてくれていないのではない
かとか，私と一緒にいたくないのではと心配になることがある。 －１９２ ．６７５ ．２４３ ．４２６
１０．自分を信用できないことがある。 －．１７５ ．６２８ ．３８４ ．３８４
１１．私はいつも人と一緒にいたがるので，ときどき人から嫌がられ
てしまう。 －．１２５ ．５６７ ．３６２ ．３２９
１２．あまり自分に自信が持てない方だ。 －．２０４ ．４６５ ．０４５ ．３０８
第三因子 回避型（α＝．７１８）
１３．あまりにも親しくなることを求められたりすると，イライラし
てしまう。 －．２００ ．４２９ ．７４５ ．４７８
１４．どんなに親しい仲であろうと，あまりなれなれしい態度をとる
と嫌になってしまう。 －．１３４ ．３７３ ．６８０ ．４３４
１５．私は人に頼らなくても，自分ひとりで充分にうまくやって行け
ると思う。 ．０１５ ．１１６ ．５６７ ．２７０
１６．人に頼るのは好きではない。 －．１００ ．２３５ ．５２５ ．２７６
寄与率（％） ２９．３４０ １７．４６６ １０．４３６ ５７．２４２
因子間相関 Ｆ１ －
Ｆ２ －．３００ －
Ｆ３ －．１４５ ．４４７ －
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残差分析の結果： n．s．not significant ＊p＜．０５
表４ 生活形態とアタッチメント・スタイルの性別ごとのクロス集計
χ２検定結果：児童養護施設 χ２＝３．５０３ df＝２ n．s．
家庭 χ２＝１６．１０３ df＝２ p＜．０１
両群 χ２＝１４．９０１ df＝２ p＜．０１
残差分析の結果： n．s．not significant ＊p＜．０５
生活形態 アタッチメント 合計
安定 アンビバレント 回避
児童養護 度数 １４ ４５ ３９ ９８
期待度数 ３５．１ ３３．１ ２９．８ ９８
調整済み残差 －５．２＊ ３．０＊ ２．４＊
家庭 度数 １１１ ７３ ６７ ２５１
期待度数 ８９．９ ８４．９ ７６．２ ２５１
調整済み残差 ５．２＊ －３．０＊ －２．４＊
両群 度数 １２５ １１８ １０６ ３４９
割合 ３５．８％ ３３．８％ ３０．４％ １００．０％
生活形態 性別 アタッチメント 合計
安定 アンビバレント 回避
児童養護 ｍ 度数 ９ １７ ２０ ４６
期待度数 ６．６ ２１．１ １８．３ ４６
調整済み残差 １．４n.s. －１．７n.s. ０．７n.s.
ｆ 度数 ５ ２８ １９ ５２
期待度数 ７．４ ２３．９ ２０．７ ５２
調整済み残差 －１．４n.s. １．７n.s. －０．７n.s.
家庭 ｍ 度数 ４７ ２４ ４４ １１５
期待度数 ５０．９ ３３．４ ３０．７ １１５
調整済み残差 －１．０n.s. －２．６＊ ３．８＊
ｆ 度数 ６４ ４９ ２３ １３６
期待度数 ６０．１ ３９．６ ３６．３ １３６
調整済み残差 １．０n.s. ２．６＊ －３．８＊
両群 ｍ 度数 ５６ ４１ ６４ １６１
期待度数 ５７．７ ５４．４ ４８．９ １６１
調整済み残差 －０．４n.s. －３．０＊ ３．５＊
ｆ 度数 ６９ ７７ ４２ １８８
期待度数 ６７．３ ６３．６ ５７．１ １８８













生活形態 アタッチメント 平均値 標準偏差 度数
児童養護 安定 ３６．４３ ６．７９ １４
アンビバレント ４６．６０ ７．４３ ４５
回避 ４１．４６ ９．２６ ３９
全体 ４３．１０ ８．８３ ９８
家庭 安定 ３４．６７ ７．０６ １１１
アンビバレント ４４．５９ ７．４６ ７３
回避 ３７．１３ ９．５１ ６７
全体 ３８．２１ ８．９２ ２５１
両群 安定 ３４．８６ ７．０２ １２５
アンビバレント ４５．３６ ７．４９ １１８
回避 ３８．７３ ９．６１ １０６
全体 ３９．５８ ９．１５ ３４９
生活形態 アタッチメント 性別 平均値 標準偏差 度数
児童養護 安定 ｍ ３４．２２ ６．２２ ９
ｆ ４０．４０ ６．４７ ５
アンビバレント ｍ ４３．１８ ９．０７ １７
ｆ ４８．６８ ５．４２ ２８
回避 ｍ ３８．６０ ８．９５ ２０
ｆ ４４．４７ ８．８２ １９
全体 ｍ ３９．４３ ９．００ ４６
ｆ ４６．３５ ７．３５ ５２
家庭 安定 ｍ ３３．５５ ７．５６ ４７
ｆ ３５．４８ ６．６０ ６４
アンビバレント ｍ ４３．５４ ７．９５ ２４
ｆ ４５．１０ ７．２５ ４９
回避 ｍ ３５．８４ ８．９２ ４４
ｆ ３９．６１ １０．３０ ２３
全体 ｍ ３６．５１ ８．９４ １１５
ｆ ３９．６５ ８．６８ １３６
両群 安定 ｍ ３３．６６ ７．３１ ５６
ｆ ３５．８４ ６．６７ ６９
アンビバレント ｍ ４３．３９ ８．３２ ４１
ｆ ４６．４０ ６．８３ ７７
回避 ｍ ３６．７０ ８．９５ ６４
ｆ ４１．８１ ９．８５ ４２
全体 ｍ ３７．３５ ９．０３ １６１
ｆ ４１．５０ ８．８４ １８８
生活形態 アタッチメント 性別 生活形態 多重比較
×アタッチメント （Bonferroni 法による）
特性不安 ６．５９５** ３２．２９３** １４．９４８** ０．６９５n.s. 児童養護施設＞家庭
アンビバレント型＞回避型＞安定型
女子＞男子
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